








	
２５３３．搭載完了終了登録











	業務コード
	業務名

	ＣＬＥ
	搭載完了終了登録




１．業務概要
入力された搭載便に便割当てされているすべての輸出貨物情報及びＵＬＤ情報について、外国貿易機へ搭載が終了した旨を登録する。
ただし、搭載完了の旨の登録がされていない貨物がある場合は、その旨を搭載完了未入力情報に出力する。
また、本業務において搭載が終了した旨の登録を行った場合の取消機能はないので留意する。

２．入力者
航空会社

３．制限事項
なし

４．入力条件
（1） 入力者チェック
システムに登録されている利用者であること。
（2） 入力項目チェック
（Ａ）単項目チェック
「入力項目表」および「オンライン業務共通仕様書」参照。
（Ｂ）項目間関連チェック
なし。
（3） 輸出便情報ＤＢチェック
①入力された搭載便名に対応する便情報が輸出便情報ＤＢに存在すること。
②当該便情報に登録されている航空会社は入力者と同一であること。
ただし、入力者が受託者の場合は、受委託関係がシステムに登録されていること。
③当該便情報に搭載終了の旨が登録されていないこと。
（４）搭載完了未入力チェック処理
搭載完了未入力のＭＡＷＢ、ＡＷＢ及びＵＬＤの総件数＊１が１０件以内であること。
（＊１）搭載完了未入力のＭＡＷＢ、ＡＷＢ及びＵＬＤの総件数は以下の条件により算出された件数を加算したものである。
①搭載便に割当てられている貨物の中で搭載完了の旨の登録がされていないＭＡＷＢ及びＡＷＢの件数を算出する。（ＡＷＢ番号は下１桁でソートし出力する。）
ただし、当該搭載便に割り当てられている貨物であっても、搭載可能な保税蔵置場に蔵置されていない貨物は対象外とする。
②搭載完了の旨の登録がされていないＵＬＤの件数を輸出便情報ＤＢより算出する。
③ＭＡＷＢを複数便に分割して搭載した場合でその中に要搭載確認の旨が登録されているＨＡＷＢが含まれているとき、「混載貨物搭載完了登録（ＣＬＨ）」業務が行われていないＭＡＷＢの件数を輸出便情報ＤＢより算出する。（ＭＡＷＢ番号は下１桁でソートし出力する。）

５．処理内容
（１）入力チェック処理
前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合は正常終了とし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」を設定の上、以降の処理を行う。
合致しなかった場合はエラーとし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」以外のコードを設定の上、処理結果通知の出力を行う。（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。）
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（２）輸出便情報ＤＢ処理
入力された搭載便に割当てられているＭＡＷＢ、ＡＷＢ及びＵＬＤがすべて搭載完了されている場合には、搭載完了終了の旨を登録する。
マニフェスト作成要の旨が登録されている場合は、「マニフェスト情報登録（便単位）（ＭＦＦ）」業務等によりマニフェストが作成されていること。
（３）出力情報出力処理
後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。

６．出力情報
	情報名
	出力条件
	出力先

	処理結果通知
	なし
	入力者

	搭載貨物情報
（フライトサマリ）
	入力された搭載便に割当されているＭＡＷＢ，ＡＷＢ及びＵＬＤがすべて搭載完了されている場合に出力
	入力者

	搭載完了未入力情報
	以下のいずれかの条件を満たす場合に出力
（１）ＭＡＷＢが分割搭載貨物で、当該ＭＡＷＢの中に要搭載確認の旨が登録されているＨＡＷＢが存在し、かつＣＬＨ業務が行われていない
（２）「搭載便割当情報登録（ＡＷＢ単位）
（ＦＬＩ）」業務等により割当て済のＭＡＷＢ、ＡＷＢ及びＵＬＤが未搭載である
	入力者

	監視関係確認情報
	入力された搭載便に割当されているＭＡＷＢ，ＡＷＢ及びＵＬＤがすべて搭載完了されている場合に出力
	積込港の管轄税関
（監視部門）
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